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９月１０日と１１日の２日間、稚内中学校２学年生徒２名の職場体験学習
を受入れました。初日は、当部所属『巡視船しらかみ（PM型）』にて、海上保
安庁業務説明、施設見学、乗組員の食事の配膳、心肺蘇生訓練等を実施
し、１１日は『巡視船れぶん（PL型）』の船内見学を行ない巡視船しらかみと
の船型や設備の違いを比較していました。また、宗谷岬灯台ではレンズ磨
きや施設の保守作業を熱心に体験していました。
９月１６日には、幌延小学校５年生が職場見学に訪れ、巡視船れぶん及
び稚内灯台の見学を行いました。生徒達は巡視船の設備や船内での生活
に興味深々だった様子で、職員へ活発な質問が寄せられました。

稚内海上保安部では、例年、秋期から冬期にかけ漁船海難が多発してい
ることから、９月１６日（火）から９月２５日（木）までの１０日間を「漁船海難
防止強化旬間」として、漁船海難の撲滅を目指し、漁業者等を対象として次
の事項を重点として海難防止活動を実施しました。
（重点事項）
漁業者本人の安全意識の向上（※「寝ちゃダメコール」の普及）
見張りの徹底及び気象海象の把握
ライフジャケットの常時着用等自己救命策の確保
※「寝ちゃダメコール」とは。
漁を終えて帰る途中、疲れてついつい居眠りをしてしまわないよう注意を促す家族からの
電話です。

９月３日、稚内海上保安部は稚内港内外において稚内市等の関係機関と
合同で、流出油防除総合訓練を実施しました。訓練は、サハリン原油を搭
載した１０万トン級タンカーが宗谷岬を航行中、ノシャップ岬沖合海域で衝
突し、船体の破孔部から原油が約５，５００キロリットル流出したという想定
で実施され、沖合では当部巡視船艇３隻及び釧路海上保安部所属巡視船
えりもにより大型油回収装置「トランズレッグ」等を使用しての諸訓練が行
なわれました。

体験学習・職場見学

漁船海難防止強化旬間

稚内市流出油防除総合訓練

海上保安庁職員募集のお知らせ
海上保安庁では、海技免状や無線通信士、航空機の事業用操縦士や航
空整備士の資格を受有している者を対象とした平成２１年７月採用の職員
を募集しています。試験に合格し採用されると、約６ヵ月間北九州市にある
海上保安学校門司分校にて研修を受けた後、現場の海上保安事務所や
船艇等で勤務することとなります。
【試験種別・採用人数】航海１５名、機関１５名、通信・技術１５名、飛行１０
名、整備５名 【試験受付期間】平成２０年１０月１０日～１０月２７日 【第一
次試験日（試験地）】平成２０年１１月１６日（函館・小樽・釧路）
【その他】受験資格等試験の詳細や受験案内・申込書は稚内海上保安部
管理課（０１６２－２－０１１８）まで。
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